千葉支部　２００９年度　第３回資格更新研修会　
日時　２０１０年２月１４日(日)　
　午前の部　９時３０分～１２時３０分　(受付　９時００分～９時３０分)　
　午後の部　１３時３０分～１６時３０分　(受付　１３時００分～１３時３０分)
会場　千葉大学西千葉キャンパス　教育学部大会議室  
ポイント　午前、午後各１ポイント
午前の部
支援につなげるための発達的アセスメントの演習

「通常学級に在籍する発達障害児、自閉症スペクトラム児のアセスメントの実際」
　幼稚園・保育園や小中学校の通常学級には、ＡＤＨＤや自閉症スペクトラムの特性があると思われる子ども、あるいは、ＬＤの特性をあわせもっていると思われる子どもがクラスに複数在籍し、子どもへの支援や学級活動に困難をきたしている状況が数多く見られます。
　午前の研修会では、このような子どもたちへの支援を進めるための、子ども自身と子どもの環境のアセスメントについて、そのポイントや進め方を整理し、さらに、架空事例を通して実際にアセスメントの進め方の演習を行いたいと考えています。
　園や小中学校の校内で実際に子どもの支援に携わっている方、校内の支援体制をコーディネートしている方、あるいは園や小中学校へのコンサルテーションという形で外部から支援に関わっている方など、様々の立場から事例のアセスメントについて検討をすることで、支援につなげるための発達的なアセスメントの在り方と方法について研修する機会にしたいと考えています。
日程
(1)日程説明、研修内容の説明
(2)アセスメントの実際
　園や通常学級に在籍する発達障害児、自閉症スペクトラム児のアセスメントの内容、進め方について簡単に整理します。鈴木彰典(千葉県立富里特別支援学校)
(3)架空事例によるアセスメントの演習
○事例Ａ；不注意、衝動性、多動の行動が見られ、学習面では、ひらがなの特殊音節や漢字の書字に著しい　困難がある小学３年生の男児。
○事例Ｂ；同年齢の友だちとの関わり方が一方的でトラブルが多く、時に攻撃的になってしまったり、トラブルを　　　　　　　　気にして友だちと関わることに極端に消極的になってしまったりする中学２年の男児。
　少人数グループに分かれ、事例Ａ、事例Ｂのどちらかについて話し合います。
　まず、事例について最小限の情報(主訴)が提示されます。この情報をもとに、支援を進めるためにどのような情報がさらに必要かを整理していきます。その後、準備してある情報を各グループに提示します。各グループは収集した情報をもとに、事例児のアセスメントと支援の方向性について話し合い、その内容を整理します。今回は、アセスメントに重点をおき、支援内容については方向性程度とします。
　最後に、各グループで整理した内容について紹介しあい、協議を行います。
(4)協議を受けてコメント、まとめ　　　

長崎勤(筑波大学人間総合科学研究科)
午後の部
事例報告「特別支援学級等未設置校における支援の在り方」
午後の研修会では、特別支援学級や通級指導教室が設置されていない小学校における取組について報告してもらいます。報告者の所属した学校は，千葉県教育委員会の指定を受け，報告者が加配教員として，子ども自身への個別の支援とともに，校内の人的・物的資源の調整を進め，校内支援を組織化し，成果をあげてきました。

　園や小中学校の校内で実際に子どもの支援に携わっている方、校内の支援体制をコーディネートしている方、あるいは園や小中学校へのコンサルテーションという形で外部から支援に関わっている方など、様々の立場から事例に関する個と環境両面のアセスメント，支援の計画立案，コーディネート等について検討をしていくとともに，「特別支援教室（仮）」（文部科学省）の機能や在り方を考えてみたいと思います。

日程
(1)日程説明、研修内容の説明：堀　彰人（八千代市教育委員会）　
(2)事例報告
　報告者の所属校における取組を，事例を通して報告します。

報告者：酒井　秀彦（市原市立辰巳台西小学校）

· 事例の概要（予定）

　以下の２事例を報告する予定です。
・授業に参加できず，対人関係のトラブルが多く見られた中学年児童。注意・記憶に困難さがみられ，報告者による個別指導，児童同士のペア学習の場の設定，校内職員の協力体制により，学級の中で学習に参加できるようになった事例

・教科学習や行事等において集団に入ることができなかった低学年児童。言語理解や注意・記憶に困難さがみられ，報告者による個別指導，オープンスペースの活用，校内職員の協力体制により，徐々に学習に参加し，児童間の遊びに入ることができるようになった事例

(3)協議
報告事例のアセスメントや支援，コーディネートの在り方とともに，特別支援教室（仮）を視野に入れた協議をしていきたいと思います。

(4)まとめ

　特別支援学校の特別支援教育コーディネーターとして，小中学校への豊富なコーディネートの例を背景に，本報告の事例や協議内容についてコメントをいただきます。

　早川淳子（県立八千代特別支援学校）
